
ＧＡＰ（農業生産工程管理）について

これを我が国の多くの農業者や産
地が取り入れることにより、結果と
して
 食品の安全性向上
 環境の保全
 労働安全の確保
 競争力の強化
 品質の向上
 農業経営の改善や効率化

に資するとともに、消費者や実需者
の信頼の確保が期待される。

１ 合意形成･体制作り

防ぐべき
危害

食中毒・かび毒中毒

農作業事故 農作業を通じた
環境汚染

関係法令等
の遵守事項

各種指針・
ガイドライン
の取組事項

農薬取締法 廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

栽培から出荷
までの野菜の
衛生管理指針

農作業安全の
ための指針

食品安全・環境保全・労働安全について実
施すべき取組を明確化したものをＧＡＰとし
て策定し、実施体制を構築

２ 産地におけるPDCAサイクルによるＧＡＰの
実施体制（次ページ） 37

GAP（農業生産工程管理：
Good Agricultural Practice ）とは、

農業生産活動を行う上で必要な関
係法令等の内容に則して定められ
る点検項目に沿って、農業生産活
動の各工程の正確な実施、記録、
点検及び評価を行うことによる持続
的な改善活動のこと。

＜２ (3) リスク分析手法＞



３ 実施・記録のイメージ
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ＧＡＰ（農業生産工程管理： Good Agricultural Practice ）（続き）

２ 産地におけるPDCAサイクルによるＧＡＰの実施体制

① 合意形成･体制作り

② (Plan)農業利用計画・点検項目の作成

③ (Do)実践・記録

④ (Check)点検・評価

⑤ (Action)改善

準備 育苗 栽培管理 収穫･調整･出荷

出荷生産

 堆肥等の有機物
の施用による土作
りを行いましたか

 用水の水源は何か
知っていますか

 種子証明書･購入
伝票を保管してい
ますか

 肥料又は液肥は、
施肥基準に基づい
て施用しましたか

 農薬は、栽培マニュアルや農薬ラベ
ルに記載されている薬剤、使用量を
守って使用しましたか

 収穫コンテナの洗浄等
収穫物の病原性微生物
等による汚染防止対策
を行いましたか

 機械作業の際の作業服
は袖や裾が締まるもの
を着用しましたか

＜２ (3) リスク分析手法＞



資料：http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/haccp/

HACCP (Hazard Analysis and Critical Control Point)とは、

 食品の製造・加工工程のあらゆる段階で発生するお
それのある微生物汚染等の危害をあらかじめ分析
（ Hazard Analysis ）し、

 その結果に基づいて、製造工程のどの段階でどのよ
うな対策を講じればより安全な製品を得ることができ
るかという重要管理点（Critical Control Point）を定め、

 これを連続的に監視することにより製品の安全を確
保する衛生管理の手法。

この手法は、コーデックス委員会※から発表され、各国に
その採用を推奨しているもの。
※ FAO(国連食糧農業機関)とWHO(世界保健機関)の合同機関

ＨＡＣＣＰ（ハサップ）について
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 HACCP方式は、従来の抜取検査による衛生管理に

比べ、より効果的に問題ある製品の出荷の未然防
止が可能となり、原因追及も容易。

 HACCP導入施設では、必要な教育・訓練を受けた従

業員により、定められた手順や方法が日常の製造
過程において遵守されることが不可欠。

＜２ (3) リスク分析手法＞


